
サ
ト
ーー
サ
ネ

舟
水
手
務
公
人
。
下
院
』
と
あ
る
里
子
は
こ
の
意
味
で

あ
る
。
然
る
に
向
じ
〈
綱
紀
の
時
か
ら
、
畑
山
仰
で
中
也

家
を
逃
亡
し
た
者
、
私
に
関
節
を
越
え
た
者
、
無
宿

で
田
町
彼
し
た
者
の
如
き
微
罪
を
犯
し
た
従
を
、
会
事

場
か
ら
銭
人
と
し
て
、
之
が
使
役
を
希
望
す
る
百
姓

の
問中一
子
た
ら
し
め
る
こ
と
が
起
り
、
勾
に
閉
弔
羊
4

が
一

績
の
刑
罰
の
知
く
に
も
な
っ
た
。
こ
の
稜
類
の
里
子

は
、
叉
滞
の
川
除
奉
行
等
の
土
工
に
従
訴
す
る
銭
、

研
村
の
百
姓
を
鰯
人
と
し
て
之
が
耽
腕
に
任
ぜ
し
め

る
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
年
閉
山
銀
武
拾
闘

を
里
子
時
中
行
か
ら
間
人
に
奥
へ
、
聖
子
の
給
銀
に
供

せ
し
め
た
。
或
は
叉
公
車
場
奉
行
か
ら
定
検
地
奉
行

に
引
捜
し
、
鰭
役
所
の
伎
役
に
供
す
る
果
子
も
あ
っ

て
、
そ
の
脂
肪
な
き
も
の
は
滞
設
の
非
人
小
屋
に
置

き
、
若
し
く
は
宿
貨
を
奥
へ
て
則
方
の
惜
屋
に
住
せ

し
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
刑
問
と
し
て
の
里
子
の
期

聞
は
、

出
制
ね
二
年
か
ら
五
年
に
及
び
、
特
に
総
動
な

る
者
は
年
用
を
減
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
前

回
強
烈
の
究
征
中
に
京

b
、
息
子
を
脱
し
て
禁
牢
に

代
へ
、
回
出
子
一
一
ヶ
年
に
箆
る
も
の
は
禁
牢
四
五
J
H
を

科
す
る
こ
と
に
し
た
。

サ
ト
ゴ
ピ
ヤ
ク
シ
ョ
ウ

里
子
百
姓

元
職
六
年

六
且
十
村
等
の
加
賀
榔
栂
端
新
村
新
聞
に
関
す
る
答

申
替
に、
『
延
貸
元
年
加
賀
郡
潟
糊
新
村
被
仰
付
、
非

人
小
屋
よ
り
非
人
敏
治
、
里
子
百
姓
と
名
付
、
武
拾

鷲
軒
御
帥
也
被
成
候
階
、
此
者
家
諸
道
具
鎌
鍬
飯
米
味

噌
問
問
務
者
間
削
迄
御
上
よ
り
彼
下
候
。

右
之
時
分
十
村

大
熊
村
兵
右
衛
門
せ
が
れ
伊
兵
衛
支
配
役
仰
初
候
へ

共
、
日

々
給
物
に
主
迄
男
女
人
数
に
郎
じ
相
在
市
肝

剛一
に、

在
々
よ
り
出
巾
百
苧
・
4
内
二
目
前
村
笹
右
衛

門

・
大
熊
村
三
郎
兵
衛

・
小
熊
村
田
畑
次
右
術
門
彼
召

出
、
此
三
人
は
凱
百
姓
悼
円
高
武
人
分
列
被
下
、
里
子

才
許
被
仰
付
候
。
』
と
あ
る
。
こ
L
に
里
子
百
姓
と
い

ふ
を
、
奈
悶
平
次
の
組
改
築
鍛
に
は
非
人
小
屋
に
牧

容
せ
ら
れ
て
ゐ
た
山
辺
の
窮
民
で
あ
っ
た
如
〈
に
似

し
、
近
藤
磐
却
の
加
賀
松
山
聖
公
に
は
微
採
の
徒
の
線

放
せ
ら
れ
て
非
人
小
屋
に
開
た
も
の
と
僻
し
て
ゐ

る
。
里
子
百
姓
は
溶
公
人
た
る
照
子
で
も
な
〈
、
し

か
も
前
百
姓
と
庖
倒
せ
ら
れ
た
名
栂
で
あ
ろ
か
ら
、

後
設
が
優
れ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

サ
ト
ブ
リ
シ
ユ
ウ

郷
布
李
集

一
加
。
天
保
十

年
棚
田
井
梅
室
が
大
坂
に
赴
い
て
与
問
M
s
り
し
た
頃
の
俳

踏
附
合
を
録
し
、
作
】
賂
に
諾
凶
か
ら
附
っ
た
漉
句
を

紘
せ
で
あ
る
。
凶
蹴
は
務
室
の
何

『
し
た
し
さ
の
古

郷
ぶ
り
や
芦
に
肱
』
の
勾
か
ら
と
弔
。

サ
ト
ホ
ン
ゴ
ウ
里
本
江

羽
咋
郡
白
木
院
に
邸

す
る
部
古
川
。

サ
ト
ミ
チ
ヨ
ウ

里
見
町

金
持
の
附
名
。
手
保

頃
ま
で
は
竪
町
叉
は
間
車
問
後
凶
町
と
い
ひ
、
そ
の
後

阜
-
見
氏
の
民
郎
が
あ
っ
た
お
に
里
見
町
と
呼
ぶ
こ
と

に
な
っ
た
。

サ
ト
ミ
モ
ト
シ
ゲ

里
見
元
麓

泌
榊
七
左
衛
門
。

七
左
衛
門
元
照
の
子
。
寛
永
二
十
年
也
知
の
内
九
百

石
を
受
け
、
加
州
御
郁
奉
行
・
川
郡中行
・
御
先
町
駅
・

御
応
旭
町
に
限
任
し
、
立
文
八
年
に
は
三
百
石
帝
加

へ
.
元
副
牌
三
年
致
仕
し
て
甫
心
と

m
L、
総
研
料
三

百
石
を
受
け
、
七
年
六
周
波
し
た。

サ
ト
Z
モ
ト
テ
ル
里
見
元
自
…

迎
桝
七
左
衛
門
。

父
を
日
野
備
中
光
久
と
い
ひ
、
初
め
股
上
問
視
守
に

仕
へ
、
後
紀
州
徳
川
氏
に
従
ひ
、
母
は
最
上
家
の
士

里
見
玄
詐
の
女
で
あ
っ
た
。
元
山
外
相
父
の
街
字
を

裂
い
で
里
見
氏
を
群
し
、

究
永
元
年
来
っ
て
前

m利

判
的
か
ら
千
二
百
石
全
受
け
、
M
m
組
組
に
班
L
、
十
九

年
授
。

子
四
回
附
冷
静
に
仕
へ
る
。

サ
ト
Z
ヰ
ザ
ブ
ロ
ウ

呈
見
亥
三
郎

総
は
元
確
。

隠
居
の
後
字
牧
。
父
は
七
左
衛
門
元
資
。
天
保
元
年

家
政
千
二
百
石
を
開
国
ぎ
、
指
廻
に
斑
L
、
二
年
大
小

将
に
判
じ
、
軍
年
三
百
石
を
錆
兄
副
作
之
助
に
配
分
。

そ
の
後
宮
腹
町
都
行
等
諾
臓
を
師
向
、
殴
郎
三
年
十
月

銃
隊
指
組
側
と
し
て
京
師
に
在
り
、
政
局
時
間
耐
押
の
際

最
も
…
杵
定
世
間
力
す
る
所
が
あ
っ
た
。
明
治
元
年
七
月

亥
三
郎
は
太
政
官
か
ら
徴
士

・
柏
附附刑
判
取
を
命
ぜ

ら
れ
た
が
、
病
の
散
を
以
て
之
官
僻
L
、
晩
年
和
歌
・

側
勾
を
取
と
し
て
、
イ
七
年
七
十
歳
軒
以
て
裂
し
た
。

サ
ナ
ダ
カ
ゲ
ユ

良
国
勧
解
自

前

m利
門
前
に
仕

へ
、
政
六
百
石
。
元
利
元
年
大
坂
役
に
出
陣
L
、
ャー

月
七
日
間
山
口
に
椛
う
て
深
手
を
到
ひ
、
十
六
日
死

亡
し
た
。
勘
僻
闘
の
父
は
越
中
の
ぼ
人
式
部
大
純
で

あ
っ
た
が
、
助
削
附
闘
が
爽

m隠
岐
屯
の
女
を
喪
っ
た

か
ら
、
氏
秒
一改
め
た
の
で
あ
ら
う
。

子
孫
附
々
務
に

仕
へ
あ
。

ザ
ナ
主
ケ
コ
モ
ン
ジ
ヨ
ル
イ
シ
ユ
ウ
佐
那
武
吉

支
書
類
園地

六
加
。
森
川
平
次
者
。
石
川
郡
寺
中
村

の
式
内
大
野
総
訓
枇
に
脱
す
る
古
文
部
常
細
寂
し
た

・も
の
で
あ
る
。

サ
ナ
生
ケ
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
佐
那
武
白
山
紳

枇

行
川
彬
寺
中
に
あ
っ
て
、
今
は
大
野
桜
前
祉
の

境
内
米
枇
で
あ
る
。
白
山
抱
に
白
山
九
所
の
小
耐
を

蚊
へ
た
中
に
、
『
佐
那
武
、
大
野
庄
』
文
式
内
等
笛

枇
紀
に
、
『
佐
那
武
白
山
副
社
。
寺
中
村
銀
座
。
白
山

比
時
前
九
所
小
制
之
一
社
也
。
』
と
い
ふ
も
の
即
ち
自
主

で
、
日T
保
六
年
五
且
佑
那
武
雨
跡
中
士
の
部
付
に
は
、

『佐
那
武
白
山
の
訓
嗣
は
、
中
古
枇
品
川
方
の
鎮
守
に

て
、
初
跡
寺
中
村
に
鎮
守
之
出
回
、
在
家
衣
第
に
多
〈

成、

出
桜
之
恐
有
之
に
付
、
究
永
十
九
年
佐
那
武
祉

の
邸
内
へ
泌
座
す
。
』
と
あ
る
。

ザ
ナ
生
ケ

Z
ヨ
ウ
ジ
ン
佐
那
武
明
紳

石
川
部

寺
中
な
る
大
野
泌
耐
枇
は
初
め
宮
阪
の
海
岸
、
源
平

服
装
認
に
所
部
位
良
説
山
に
あ
っ
た
か
ら
、
佐
良
同
日

三
四
四

明
跡
と
い
は
れ
た
が
、
後
に
佐
那
武
と
椛
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
前
田
利
授
の
殴
投
九
年
八
用
六
日
・

間
十
五
日
雨
沼
の
省
附
欽
に、

『
さ
ら
た
け
』
と
あ
る

か
ら
、
そ
の
頃
は
ま
だ
佐
那
武
で
は
な
か
っ
た
。

↓

サ
ラ
ダ
ケ
佐
民
獄
。

ザ
ナ
へ
ア
ン
早
苗
庵

金
探
知制
風
例
入
の
庵
蹴
。

庄
出
附
江
先
づ
之
全
税
し
、
明
治
の
後
必
本
諮
郭
之

を
鎗
席
し
た
。

ザ
ナ

Z

佐
液

出問。

限
品
川
出
能
B
W
向
庄
に
邸
す
る
郎

ザ
ヌ
キ
マ
チ
讃
崎
町

金
柑
仰
の
油
田
町
名
。
相
川

に
在
っ
た
が
、
そ
の
位
置
は
今
明
ら
か
に
知
る
を
得

ぬ
。
石
野
讃
岐
の
下
屋
取
が
あ
っ
た
認
の
名
で
あ

る。
ザ
ネ
カ
ゲ

員

長

加

賀
の
刀
工
。
結
中
則
訴
の

門
人
で
あ
る
と
い
ふ。

加
州
住
貞
治
六
年

・
加
州
住

脱
原
田
県
m
R
山山
安
七
年
交
は
加
州
岩
前
位
認
町
山
永
徳
二

年
な
ど
a
h

切
っ
た
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
。
岩
総
と
い

ふ
地
は
明
ら
か
で
な
い
。

ザ
ネ
ヒ
サ

挺
久

吋
ン
鳳
京
都
下
町
野
郷
に

腐
す
る
部
古
川
。

ザ
ネ
モ
ト

民
元

珠
洲
市
三
日
剛
に
住
し
た
一
代

鍛
冶
。

サ
ネ
モ
リ

民

森

加

盟
の
刀
工
。
加
州
住
民
森

と
切
る
。
際
永
頃
。

サ
ネ
モ
リ

質
盛

脱
出
の
名
で
、
例
阿
日
間
一冗
消

の
作
。

J
サ
イ
ト
ウ
サ
ネ
モ
リ
刷
州
際
賞
脱
会
一
、

滋
行
上
人
と
災
時
間
U

。

サ
ネ
モ
リ
ヅ
カ
資
盛
塚
江
沼
郡
篠
原
に
在
る
。

越
昌
明
白
三
州
芯
に
斗
篠
原
村
と
篠
阪
新
村
と
の
聞
に

貨同惜
の
古
墳
あ
り
。
樹
上
限
松
一
敏
あ
り
。
帳
小
な

り
と
い
へ
ど
も
樹
身
阿
山
樹
皮
剥
古
川
、
根
株
高
老
た

b
o
E
叫
に
質
感
の
墳
た
る
べ

L
o
膝
楳
上
人
代
々
此


